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日 時 令和４年１１月１日（火）１７時００分 ～ １８時００分 

会 場 農民研修センター研修室２ 

出 席 者 数 ２２名 

市 出 席 者 吉田教育部長、下野教育総務課長、相木主査、久保主事 

川村企画財政部長 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

吉田教育部長から挨拶。 

 

３ 教育委員会からの説明 

資料に沿って、教育総務課長から説明。 

 

４ 質疑応答・意見交換 

【参加者】 ○義務教育学校か統合という、主に二つの案があると思うが、市教委として

は統合一本でいくのか、それとも、あるところは義務教育学校、あるとこ

ろは統合というように地区によって異なる解決策をとる可能性もあるの

か。 

【市教委】 ○適正規模・適正配置について検討する前提として学校が小規模化してきて

いるという課題があり、これを解消するための方策を一緒に検討していき

たいというところであります。まずは学校の配置の在り方について整理を

しないと、それ以降の方策の検討に進んでいかないと考えております。 

〇文部科学省は学校規模の適正化を図るため、（１）通学区域の見直し、（２）

学校の統合、（３）小中一貫教育の導入、（４）小規模特認校制度の導入、

という四つの選択肢を示しています。小規模特認校は北広島市には該当し

ないと考えておりますが、それ以外にも例えば地区ごとに学校が必要とい

うことになれば、その時点で統合という選択肢はなくなります。一方で、

審議会でもご意見のあったとおり、地区にこだわらなくても良いのであれ

ば、西部中学校を大曲中学校などと統合するという選択肢も出てきます。

そのため子どもの通学条件などを考えたうえで学校の配置を検討し、その

後に方策の検討に進まないと選択肢が多くなりすぎてしまい、議論が深ま

っていかないおそれがあります。市内における学校の配置のあり方が決ま

れば、自ずと地区の特性に合わせた選択肢について議論に進んでいくと考

えております。 

〇団地地区の説明会では、西部地区と緑陽中学校区の学校を統合する可能性

もあるのか、というご質問をいただきました。地区ごとにそれぞれの歴史

やまちづくりがあり、学校だけ統合するというのは難しいのではないかと

いう思いもあります。団地地区の中での統合や義務教育学校という選択肢

を模索できても、山を越えての統合は現実的にハードルが高いのではない

かと考えております。スクールバスを走らせるという意見もありますが、

別記様式(第 3条関係) 
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バスを走らせてまで統合を進めていくべきかという問題は大きいもので

あります。 

【参加者】 〇適正配置を進めていく中で空いた土地や校舎をどのように活用していく

か、どのようなまちづくりを行っていくか、という点も含めて計画を推進

してほしい。 

【市教委】 〇おっしゃるように学校の在り方が決まった後は、残った土地や校舎をどの

ように活用していくかという点も重要だと考えております。 

【参加者】 〇義務教育学校にした場合にどう変わるかあまりわかっていない。形として

一つの学校にしただけという結果にならないか。 

【市教委】 〇義務教育学校のメリットの一つとして中学校教員による小学校への乗り

入れ授業のような取組を行いやすくなることが挙げられます。５、６年生

の頃から少しずつ理科や数学の専門の先生に指導してもらう機会を増や

すことができます。また日常生活や学校行事において頻繁に小学生と中学

生が交わることで、小学生は将来の自分のイメージがつかみやすくなり、

また中学生は小学生のお手本になろうと努めるなど、双方にとってのメリ

ットが想定されます。例えば帯広の大空学園では小学校のクラブ活動と中

学校の部活動を一部一緒にして、５年生から部活動に参加するようになっ

ています。中体連については規則上後期課程の生徒のみに制限されます

が、日々の活動においては競技人数や指導者の確保に繋がっていると紹介

されております。 

〇小学校の卒業式はどうなるのか、という質問も時折見受けられます。これ

については卒業式という名称ではなくなりますが、制服を着始めるタイミ

ングで立志式という行事を行い、前期課程と後期課程の節目としている義

務教育学校が多いと聞いております。 

【参加者】 〇学校をどのような形態にするのかという検討と、そもそも各地区に学校を

残すべきかという検討は同時に進んでいるのか。 

【市教委】 〇本日は西部地区の意見交換会ですので、西部地区の学校教育環境はどうす

れば良くなるか、というご意見を伺えればと考えております。 

【参加者】 〇地区に残すのか残さないのかはっきりさせなければ議論が深まらないの

ではないか。 

【市教委】 〇そういった意味では、地区に残すべきか、残さなくてもいいのか、という

観点のご意見を伺えれば、今後の検討材料にさせていただきます。 

【参加者】 〇審議会ではどのような話になっているか。 

【市教委】 〇審議会ではあくまでも全市的な観点での話になっております。個別の地区

について触れられる機会もありますが多くはない状況です。本日皆さんか

ら伺ったご意見は審議会に報告させていただきます。 

【参加者】 〇他の地区のことはわからないが西部地区には学校を残してほしい。 

【市教委】 〇繰り返しになりますが、地区を越えての統合は難しいのではないかという

思いは我々にもあります。５地区の中で学校をどう残すかという議論にな
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れば、義務教育学校を推進していくのか、それとも現在のままでいくのか

という議論に発展するかと思います。 

【参加者】 〇今のまま残すという案もあるのか。 

【市教委】 〇今のまま残すという案も当然ありますが、校舎の問題や児童・生徒数の減

少など多くの課題があるのが現状です。 

【参加者】 〇子どものことを考えると、小学校を卒業して中学生になるというメリハリ

は大切な要素だと思う。 

【市教委】 〇帯広の大空学園など義務教育学校化されている学校では、立志式を行い、

制服を替えることで、節目をしっかりつくっているとお聞きしておりま

す。 

【参加者】 〇小規模な学校が子どもの成長にとって良いのか、という議論も行う必要が

あると感じる。あまりにも小さい学校から高校へ進学した際に、人数差の

ギャップを味わうことになるが、このギャップは埋めようがないのか。 

【市教委】 〇小規模校のデメリットを最小化する取組の一環として、先日、生涯学習振

興会にご協力をいただき、ソクラテスミーティングを開催いたしました。

このように地域の方に入っていただくことで子どもが多様な人に触れ合

う機会を設定することができます。限られた条件の中で最大限工夫をして

いくことになると考えております。 

【参加者】 〇授業ごとや学期ごとに違う学校に通い、幅広い交流を生み出すという取組

はできないのか。 

【市教委】 〇移動の時間も考慮する必要があるのでハードルはありますが、例えば１人

に１台整備されたパソコンを利用して交流するということは十分にでき

ると思います。実際、東部中学校へ進学する、東部小学校と北の台小学校

の児童は、３年生の地域調べという授業の発表をオンライン会議システム

によって合同で実施しています。このように、あるテーマについてまずは

各学校でグループ討議をし、それを他校へオンライン会議システムによっ

て発表することで、多様な考え方を知ることができる環境にはなってきて

いると思います。 

【参加者】 〇義務教育学校にも様々な形があるが、つくり上げていくのは先生方と保護

者なので既存の形に固執する必要はないと思う。他校との交流行事などに

ついても義務教育学校の中で考えられるので既存の事例はあまり参考に

ならないのではないか。他の自治体のコミュニティ・スクールの立ち上げ

に携わった際に、初めは西部中学校区のコミュニティ・スクールを真似し

ようと思ったが、最終的には地域に合った形をつくればいいと感じるよう

になった。 

【市教委】 〇おっしゃるとおりで、実際に義務教育学校をつくることになった際には、

色々な方のご意見を伺い、地域の実情に合った形にすることが不可欠であ

ると考えております。 

【参加者】 〇義務教育学校では学習の進度の面で転校生に問題が生じないか。 
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【市教委】 〇各学年で学ぶ内容は国の学習指導要領によって規定されておりますので、

大きく逸脱することはございません。 

【参加者】 〇子どもの減少が前提となっているが、万が一子どもの数が増加した場合に

義務教育学校がキャパシティ不足に陥ることはないか。 

【市教委】 〇キャパシティ不足に陥らないように、ゆとりをもたせた学校環境をつく

り、柔軟に対応していく必要があると考えております。 

【参加者】 〇市のまちづくりの一環として、宅地を拡げる考えはあるのか。 

【市教委】 〇国全体が人口減少している中で、大きく宅地を拡げるのはハードルが高い

ため、現在の市街化区域を充実させていく方針だと認識しております。 

〇市の総合計画の中で、教育環境を充実させることで人口増加につなげると

いうことを謳っていますが、現在の目標人口は 60,000 人であり、この数

字をベースに考えております。 

【参加者】 〇義務教育学校としてどちらかの校舎を残すことにした場合、増築が必要で

はないか。またコミュニティ・スクールを推進していく上で地域の人のた

めの部屋を整備することも必要だと考える。 

【市教委】 〇おっしゃるとおりで、子どもの教室はもちろん、より大きな職員室や特別

教室など、整備しなければならない教室などは色々と出てくると考えてい

ます。 

５ 閉  会 

 

 


